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1 は じ め に

冷害年においては,地力増強や施肥改善等により畑作物

の被害が軽減されるといわれているが,その機作は明らか

にされていない。

そこで,低温 寡照の影響を強く受けるヤマセ地帯にお
いて,施肥対策力滑 に困難とされている大豆を用いて,土
壌環境・気象環境及び施肥方法が大豆の生育・収量等に与

える影響を検討し,ヤマセ地帯あるいは冷害年における畑

作物への効率的施肥法確立のための資を得ようとした。

2試 験 方 法

(1)圃場試験 (昭和57年 ,58年 )

1)試験場所 : ①種市町小路合 (岩手県北部沿岸 ,

ヤマセ強地帯,現地農家圃場 ),②軽米町軽米 (岩手県北

部内陸,ヤマセ中～弱地帯 ,県北分場圃場 )。

いずれの圃場も厚層腐植質黒ボク土。

2)区の構成及び施肥法 : 区の構成は①無窒素,②
標肥,③追肥,①基肥N増 (種市圃場のみ )と した。施肥

は標準施』巴ではN03(硫安 ), P205125(重 過石 ),
K2006(塩加 )と し,追肥は開花潮 03(硫安 ),基肥
N増はN03″ /ク (硫安 )を上のせした。
3)供試品種 : ①フクナガハ,② T-201(根粒非

着生系統,昭和57年は種市圃場にのみ供試 )。

4)耕種概要 : ①播種期 5月 下旬,②栽植密度
昭和57年は70昴 X10",142株 /プ ,昭和58年は60"×
15笏 , 111株 /″ ,両年ともに 1株 1本立てとした。

12)枠試験 (昭和58年 )

1)試験場所 : 圃場試験に同じ
2)供試土壌 : ①種市欄場作土 (土壌 1),②軽米

圃場作土 (土壌 2)

3)試験規模 : 各土壌とも90翻 ×120昴 ,深 さ40
昴の枠に詰める。

4)そ の 他 : 圃場試験に準ずる。

3試 験 結 果

(1)気象条件と大豆生育

① 表 1に 昭和58年 における軽米町と種市町の気象値

を示した。 5月から8月 までは軽米町の方が, 9月 以降は

種市町の方が高温となる傾向がみられる。前者では最高気

温,後者では最低気温での両地点間の差が大きいのか特徴

である。

表 1 地域の気象比較 (昭 58) (℃ )

必
最高気温 最低気温 平均気温

種 市 軽 米 種市 軽米 種 市 軽米

5月

6月

7月

8月

9月

10月

175

15 1

184

236
217

159

197

181

219

268
22 0

148

88

102

140

191

157

72

62
91
141

181

126

28

13 0

126

15 8

21 3

187

116

13 0

137

180

225

173
88

(岩手県農業気象月報より )

沢
最高気温 (℃ ) 最低気温 (℃ ) 日照時間 (h is)

昭 57 昭 58 昭 57 昭 58 昭 57 昭 58

5月

6月

7月

8月

9月

10月

165

175

196

20 3

212
177

175

15 1

184

236
21 7

159

86
117

151

188

14 7

98

88
102

140

191
157

72

204

195

211

154

195

235

235

126

108

169

182

202

このような気象特性の違いのみられる両地点における,

大豆の生育及び窒素吸収についての成績を表 3及び表 4に

示した。種市町では初期から生育が抑制され,軽米町に比
べ,最繁期ごろの乾物重で1/2,子実収量で%～%程度の水
準であった。窒素吸収量についても同様の傾向がみられた。

同一土壌を供試した枠試験の成績を表 4に示した。軽米

町枠に較べ,種市町枠の方が,根粒菌の着生数 重量とも
少なく,ま た,根粒由来窒素の吸収量も 10%程度少な
い。一方,地力及び施肥に由来する窒素の吸収量も種市町

枠の方が少なく,両地点間の差は50%以上と非常に大きく
なっている。

② 表 2に種市町における昭和57年及び58年の気象値を
示した。 6・ 7月 は昭和58年の方が低温・少照,8 9月 は

昭和57年の方力抵 温で推移した。

表 2 昭和 57,58年気象比較 (種市町 )
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表 3に軽米町及び種市町における,昭和57,58年 の大豆

の生育 収量を示した。昭和58年は,6・ 7月 の低温 少
照により,初期生育が著しく抑制され,昭和57年に較べ,

乾物重で40～ 70%減で推移 した。 8月 に入ってからの天

候回復により生育は急速に回復 したが,昭和58年の子実収

量は昭和57年に較べ,軽米町で数～ 10%,種市町で30%程

度の減収となった。生育初期に比較的好天に恵まれた昭和

5‐年には基肥 N増の効果が,ま た,開花期ころから好天と

なった昭和58年には開花期追肥の効果がみられた。

0)大豆の窒素吸収と施肥反応
表 3に大豆による窒素吸収量を示した。フクナガハの総

窒素吸収量は,軽米町では26～ 31″/′ ,種市町で 08～

17″/α 程度であり,その内70～ 80%は 開花期以降の吸

収である。また,種市町では,昭和57年には基肥N増の,

昭和58年には開花期追肥の効果が窒素吸収の面からも明ら

かに見られた。

“

)土壌条件と大豆生育
表 4の枠試験の成績に示したように,土壊条件の違いが

大豆生育に与える影響も大きく,供試 2土壌間では50%以

上もの生育・収量差が生じた。その傾向は,地点が異なっ

ても同様にみられ,また,開花期以降の生育が旺盛となる

時期に顕著にあらわれた。

表3 圃場試験成績 (フ クナガハ )

圃

　

場
区 名

乾物生産量 (″ /ι ) 子実収量
(″ /α )

窒素吸収量 (夕 /α )

7月 20日 最繁期 7月 20日 最繁期 成熟期

昭 57 昭 58 昭57 晰目58 昭 57 昭 58 昭 57 昭 58 昭57 昭 58 昭 57 昭 58

軽

米

素

肥

肥

窒無

標

追

73
84
95

44
39
48

59 1

772

64 1

539
595

66 3

437
40 8

44 5

36 9

40 1

406

163

132

164

749

667

787

3,067

2,953

3,128

種
　
市

無 窒 素

標  肥
追  肥
基肥N増

42
47
56
60

16
18
17

20

269
336
28 1

36 5

30 2

34 3

328

31 7

195

20 7

192

23 1

137

13 5

145

123

146

189

21,

247

51

57

51

63

331

299

332

013

1,486

1,531

1,426

1,787

930

895

1,006

817

表4 枠試験成績 (フ クナガハ )

4 ま  と  め

ヤマセ地帯においては,気象条件が大豆生育のみならず ,

大豆生育を支える土壌環境 (根粒着生・地力発現等 )に も

影響を与えている。また,施肥に対する反応も気象推移を

反映しており,根粒着生促進・地力増強対策とも併せて,

気象推移を考慮した肥培管理の検討が必要である。

処 理 岬聰 チ
重
＞
物
林

乾
＜

収   量
(夕 /本 )

由来別窒素吸収量*

(″ /本 )

携 場 所
重 量
(″ /本 )

数
(個 /本 )

開花期 最繁期 茎 重 子実重 根 粒 その他

1

市

米

種

軽

51

110

32

41

22

54
104

157

60
94
102

204

194

224

2
市

米

種

軽
23
56
142

209

63
140

131

30 7

355

453

172

349

*8月 31日 サンプリング (そ の他―地力 +施肥 )
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